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 2010年の 10件のシンチレーションイベントを、これらの 2つの方法で解析し、比較を統計処
理で行った結果、2 つの方法による高度推定値が 50km の差で一致することを示した。2 つの近
接静止衛星振幅シンチレーションの観測により、シンチレーション指数が 0.06より高い場合に、
上記の 2 つの高度推定方法による推定高度が擾乱層厚の程度で一致したことにより、従来連続し
て擾乱高度推定が困難であったが、可能になった点が重要な結果である。衛星同時観測の高度推
定結果とスペクトル解析による高度推定結果を比較することで、推定結果の信頼度評価が可能と
なった点に本研究の特色がある。これにより電離圏擾乱の垂直構造を調べ、電離圏内部の物理現
象の解明を進める手法の基礎を確立できた。 
 
